
 

 

 

 第２回学校評価アンケートへのご協力ありがとうございました。昨年度に引き続き，『確かな学力』に関する質問６項目，『豊かな心』に関する質問６項目，『健やかな体』に関する質問５項目の計１７項目

のアンケートをとらせていただきました。第２回学校評価についてご報告させていただきます。 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大宮だより 
令和4年 3月 1４日 

京都市立大宮小学校 

校長 松下 智洋 

学校教育目標 

自ら学び・考え・行動する子どもの育成 

〜人とつながり，未来を創造する子をめざして〜 
 

〜令和３年度 

第２回学校評価の結果をお知らせします〜 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『確かな学力』の育成に向けて 

学習に対する興味・関心が高まり，学習への理解度や充実度が少しずつ向上してきています。その一助を担っているのが，教科担任制の推進と ICT機器の活用だと考えられます。教科専科制の推進に

より，各教員の受け持ちの教科が減り，より集中して教材研究等ができ，学習活動の質が高まり，必要な指導や支援の充実につながったように思います。また，ICT の機器の活用については，導入期に比

べ，日常的・積極的・効果的に活用した学習活動が充実してきました。今後さらに，問題解決能力や基礎的読解力，数学的思考力，情報活用能力など，学習の基盤となり，これからの時代を生きていく上で

求められる資質・能力を確実に育成するためにも，発達段階に応じた系統性の確保や教科等の横断による学びの広がりや深まりを意識して，さらなる学習活動の充実を図りたいと思います。また，本校で

は，目指す資質・能力の一つに問題解決能力を掲げ， 教育活動全般にわたり，自ら課題や疑問点を設定し，調べ解決しようとする過程を大切にした探究活動を推進しています。子どもたちの学習意欲や知

的好奇心，探究心を引き出し，主体的に学習に取り組む力を身につけ，家庭でもその学習に取り組む力を活用していけるよう家庭学習の在り方についても今後さらに協議し，充実させたいと思います。 

『豊かな心』の育成に向けて                                                                                                                                                                                                                                    

本校の子どもたちは素直で，他の人の良さを見つけ，お互い

に協力したり，励ましたりできる子が多いです。さらに，この強

みを活かし，すべての子どもが他の人のよさを見つけようと努

め，ときには互いに指摘し合うなど絆を深めるとともに，自己肯

定感，自己有用感等の自尊感情を高める中で，自分の力を学

級全体に役立てようとする風土を創り上げる学級経営を進め

ていきたいと思います。コロナ禍において，学校生活に不安を

抱える子どもたちが増えたように思います。すべての子どもが

生き生き学び，友人関係を育むことができる魅力ある学校・学

級づくりや心の居場所づくりに向け，子どもとの信頼関係をし

っかり築くとともに，学校が一体となって情報共有や取組を進

めていきたいと思います。また，ICT機器の活用により，新たな

脅威も予想されます。子どもが一人一台の端末を安全に安心

して活用できるよう，情報セキュリティの遵守とともに情報モラ

ルの学習を充実させていきたいと思います。 

『健やかな体』の育成に向けて 

各ご家庭におかれましては，日々の健康観察や感染症予防

の取組にご理解ご協力いただきましてありがとうございます。

学校においても，基本的な感染予防対策を徹底し，教職員が

新しい知見をもとに感染症を正しく理解しようと努め，子どもが

感染のリスクを自ら判断し，それを踏まえた行動をとることがで

きるよう，繰り返し指導するようにしています。今後も継続し，自

分自身の健康を保持・増進しようとする意識と実践的態度を育

んでいきたいと思います。また，本校においても運動する子ども

としない子どもの二極化の傾向が続いています。さらに，「令和

３年度京都市新体力テスト」の結果において，令和元年度との

比較で，感染症予防のため，外出自粛等による日常的な運動

不足の影響により，全体的に低下傾向です。体育学習や休み

時間を活用した取組や外遊びなど，教育活動全体を通して，ウ

ィズコロナ時代にあっても子どもが楽しみながら運動に触れる

機会を積極的に設けられるようにしたいと思います。 
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